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  Hans Ernst, Utopie und Wirklichkeit mit Blick auf den Utopiebegriff bei Paul Tillich , Königshausen + 
Neumann, 1982 
  Gunter Wenz, Eschatologie als Zeitdiagnostik. Paul Tillichs Studie zur religiösen Lage der Gegenwart von 
    1926 im Kontext ausgewählter Krisenliteratur der Weimarer Ära, in: Tillich im Kontext. 
Theologiegeschichtliche Perspektiven (Tillich-Studien Band 2), Lit Verlag  2000, S.45-103   
   なお、マンハイムの『イデオロギーとユートピア』についても、ティリッヒは、『社会主義的決断』
において、言及している(Tillich[1933], S.372)。こうしたユートピアをめぐる哲学的議論は、次のリク
ールの論文などにまでたどることができる。 
    Paul Ricoeur, Die Hermeneutik der Säkularisierung. Glaube, Ideologie, Utopie, in: Kerygma und Mythos VI-9. 
Zum Problem der Säkularisierung. Hamburg  1977  
(3) 「未存在の存在論」(die Ontologie des Noch-Nicht-Seins) は、ブロッホの希望の哲学、ユートピア論の
核心部分を構成している、ブロッホの行う「ユートピア主義」と「ユートピア的なもの」との区別 (muß 
zwischen Utopistischem und Utopischem unterschieden werden. Ernst Bloch, Tübinger Einleitung in die 
Phiolosophie, Suhrkamp 1985, S.95) は、後に見る、ティリッヒの「ユートピア主義」と「ユートピアの
精神」との区別に対応するものである。 
(4) 「社会主義は、もっとも明晰かつ冷静な現実主義に依存している。しかし、それは信仰的現実主義であ
















   芦名定道 『ティリッヒと弁証神学の挑戦』創文社、 1995年 243-328頁 
(6) 「待望」については、『社会主義的決断』の次の箇所を参照。Tillich[1933], S.359-369 
(7) 「自己救済」に関しては、『組織神学 第二巻』で、「自己救済の諸方法とそれらの失敗」という表
題の下で、立ち入った議論がなされている(Tillich[1957a], pp.80-86)。 













    断片・先取りという議論は、逆説の論理を時間的カテゴリーにおいて表現したものであり、聖書的
キリスト教的思惟の特徴の一つと言えるであろう。しかし、この「断片－先取り」の論理は、理想的
発話状況に関するハーバーマスの議論にも見られるものであって、その意義を狭いキリスト教思想に










   これは、前期ティリッヒのプロテスタンティズム論における預言者的批判と合理的批判との統合と 
いう問題に他ならない。 
(11) Karl Barth, Vergangenheit und Zukunft, in: Jürgen Moltmann(hrsg.), Anfänge der dialektischen Theologie 




いる」(Eberhard Rolinck, Geschichte und Reich Gottes. Philosophie und Theologie der Geschichte bei Paul 




  Ted Peters, Eschatology: Eternal Now or Cosmic Future ?, in: Zygon. Journal of Religion & Science, vol.36, 
no.2 (June 2001) , pp.354-355 
 
（あしな・さだみち 京都大学大学院文学研究科助教授） 
